
表２ 地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額(地域内フィーダー系統【乗合バス型(路線定期・路線不定期)運行】用)

１．申請事業者の概要

千円 千円

千円 千円

千円 千円

㎞ ％

千円 千円

千円 千円

千円 千円

㎞ ％

千円 千円

千円 千円

千円 千円

㎞ ％

（補助対象事業者の「基準期間※を最終年度とする連続した過去３年間」における実車走行キロ当たり経常費用等）

％

％

※「基準期間」とは、補助対象期間の前々年度の補助対象期間をいう。

２．キロ当たり補助対象経常費用及び収益

３．補助対象系統ごとに要する費用、負担者とその負担割合

1 11,123,360 円 円 円

2 11,123,360 円 円 円

3 10,164,450 円 円 円

4 10,164,450 円 円 円

5 3,292,259 円 円 円

6 3,292,259 円 円 円

49,160,138 円 円 円1,640,854 円

100%

100%

100%

296,500 円

12,900 円

12,900 円

16,272千円 16,272 千円合計 47,519,284 47,519,284 47,516 千円 23,758 千円

9円. 66銭 10,826,860 10,826,860 10,826千円 5,413. 千円

1,639.5 千円

ツ ツ×1/2＝ネ ナ ラ

296,500 円

1円. 42銭 3,279,359 3,279,359 3,279千円 1,639.5 千円

1円. 42銭 3,279,359 3,279,359 3,279千円

9円. 66銭 10,826,860 10,826,860 10,826千円 5,413. 千円

ヨのうち補助ブ
ロック外乗入部
分及び同一補助
ブロック市区町

村外乗入部分以
外に係るもの

補助対象経費 補助対象経費の1/2

南近畿

18円. 22銭 511,027 円 9,653,423 9,653,423 9,653千円 4,826.5 千円

18円. 22銭 511,027 円 9,653,423 9,653,423 9,653千円 4,826.5 千円

国庫補助
上限額

国庫補助金
内定申請額

（ネ又はナのうちいず
れか少ないほうの額）

ヘ×ヲ以下の
額：ワ

ト
ト×ヲ以上
の額：カ

ワ－カ＝ヨ ヨ×ル＝ソ

補助ブ
ロック名

申請
番号

補助対象
経常費用
の見込額

補助対象
系統のキロ

当たり
経常収益

補助対象
系統の経常

収益の
見込額

補助対象経常
費用から経常

収益を控除した
額

135,651.6km
復 0.0km 97.5km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km

往 195.0km 往 0.0km 往 0.0km
合計 系統

9,084.6km
復 0.0km 15.5km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km

往 0.0km 往 0.0km

9,084.6km
復 0.0km 15.5km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km

往 0.0km 往 0.0km往 30.9km

294 日 294 回
往 30.9km

294 日 294 回

（平均）
100.0%

30,693.6km
復 0.0km 17.4km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km

往 0.0km 往 0.0km

南近畿

3 中ルート右回り 車庫前 橋本市民病院 車庫前

4 中ルート左回り 車庫前 橋本市民病院 車庫前

5 西ルート右回り 保健福祉センター 高野口地区公民館 保健福祉センター

6 西ルート左回り 保健福祉センター 高野口地区公民館 保健福祉センター

1 東ルート右回り 車庫前 橋本市民病院 車庫前

2 東ルート左回り 車庫前 橋本市民病院 車庫前 294 日 882 回
往 34.8km

294 日 882 回

補助ブロック外乗り入れ部分
及び同一補助ブロック市区町
村外乗り入れ部分以外のキ

ロ程の比率

計画実車走行キロ

（チ－（リ＋ヌ））÷チ＝ル ヲ

30,693.6km
復 0.0km 17.4km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km

往 0.0km （平均） 往 0.0km （平均）往 34.8km

円　　　　銭 円　　　　銭 円　　　　銭 円　　　　銭

補助ブ
ロック名

申請
番号

運行
系統名

運行系統

計画運行日
数

起点
主な

経由地
終
点

チ リ ヌ

計画運行
回数

系統キロ程
補助ブロック外

乗入部分のキロ程

同一補助ブロック
市区町村外乗入
部分のキロ程

補助ブロック名
補助対象事業者の実車
走行キロ当たり経常費用

ｃ×（1+（d÷2））2 = ニ

地域キロ当たり
標準経常費用

ホ

キロ当たり経常費用
ニとホのいずれか少ない額

ヘ

キロ当たり経常収益
イ÷ハ

南近畿 362円. 40銭 420円. 61銭 362円.40銭 444円.20銭

基準期間の前々年度の実車走行キロ(ハ”) 939,213.0 経常収支率 96.04

補助ブロック名

補助対象事業者の実車走行
キロ当たり経常費用

（基準期間の前々年度）
ロ”÷ハ”＝　ａ

補助対象事業者の実車走行
キロ当たり経常費用
（基準期間の前年度）

ロ’÷ハ’＝　ｂ

補助対象事業者の実車走行
キロ当たり経常費用

　（基準期間）
ロ÷ハ＝ｃ

平均増減率
(((ｂ÷ａ)-1)＋((ｃ÷ｂ)-

1))÷2　=　ｄ

南近畿 457円. 20銭 413円. 11銭 391円. 11銭 ▲ 7.48

円　　　　銭 円　　　　銭 円　　　　銭

基準期間の前々年度の
損益状況

乗 合 バ ス 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 410,999 千円 営業外収益 1,422 経常収益（イ”） 412,421

営業費用 429,411 千円 営業外費用 0 経常費用（ロ”） 429,411

▲ 16,990営業損益 ▲ 18,412 千円 営業外損益 1,422 経常損益

経常費用（ロ’）

補助対象期間の前々年度の実車走行キロ(ハ) 962,565.0 経常収支率 113.57

基準期間の前年度の実車走行キロ(ハ’) 931,904.9 経常収支率 106.70

事業者名 南海りんかんバス株式会社 28年度

補助対象期間の

前々年度(基準期間※)の
損益状況

乗 合 バ ス 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 425,681 千円 営業外収益 1,891 経常収益（イ） 427,572

営業費用 376,274 千円 営業外費用 198 経常費用（ロ） 376,472

1,693 経常損益 51,100営業損益 49,407 千円 営業外損益

基準期間の前年度の
損益状況

乗 合 バ ス 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 409,638 千円

384,987

営業損益 24,707 千円 営業外損益 1,103 経常損益 25,810

営業外収益 1,159 経常収益（イ’） 410,797

営業費用 384,931 千円 営業外費用 56

294 日 882 回
往 31.8km 往 0.0km 往 0.0km

100% 28,047.6km
復 0.0km 15.9km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km

294 日 882 回
往 31.8km 往 0.0km 往 0.0km

100% 28,047.6km
復 0.0km 15.9km 復 0.0km 0.0km 復 0.0km 0.0km



1 10,826,860 円

2 11,708,073 円

3 10,458,669 円

4 10,458,669 円

5 3,540,177 円

6 3,540,177 円

50,532,625 円 34,260,625 円 円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

16.「補助対象系統のキロ当たり経常収益（ト）」の欄は、基準期間における各補助対象系統の実車走行キロ当たり経常収益の実績により算出すること。なお、新設系統で基準期間の実績がない
場合は、市区町村協議会等が算出する経常収益の見込額を記載すること。

17.「平均増減率」は％以下第２位（小数点第３位切り捨て）まで算出して記載すること。

 4.補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）中の乗合バス（自家用有償運送）事業と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分は、原則として、昭和52年５月17日付
け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号によること。

 5.申請番号は、系統ごとに一連番号とすること。なお、１系統が２つ以上の補助ブロックにまたがる場合は、その比率に応じ低い方をカッコ書きの番号とすること。

 6.地域キロ当たり標準経常費用は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。

 7.計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。

 8.「系統キロ程」、「補助ブロック外乗入部分のキロ程」及び「市区町村外乗入部分のキロ程」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出し、往・復のキロ程が異なる系統については、平均
値も記載すること。また、平均値の合計の欄については、往・復の合計の平均値ではなく、各申請系統の往・復の平均値の合計を記載すること。なお、循環系統については、往又は復のどちらか
の欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載する等、循環系統であることがわかるようにすること。

 9.「同一補助ブロック市区町村外乗入部分のキロ程」の欄は、同一補助ブロック内における市区町村外乗入部分のキロ程を記載することとし、補助ブロックが異なる市区町村外乗入部分は（リ）
に記載すること。

(1) 記載要領

 1.「補助ブロック名」の欄は、補助金交付要綱別表６（附則第３条の適用を受ける事業者にあっては別表28）の名称を記載すること。

 2.乗合バス事業の収益、実車走行キロについては、高速バス及び 定期観光バス等を除き、費用については、高速バス及び定期観光バス並びに補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める
期間）における補助金交付要綱第２編第１章第３節及び第５節に係る経常費用を除くこと。

 3.補助対象事業者の決算期間が補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）と相違している事業者にあっては、補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を損益状況欄に記載す
ること。

合計

(2) 添付書類

 1.　補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）の前々年度（基準期間）に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」（補助金交付要綱第２編第１章第３節に
係る経常費用を除く）及 びこれに関連する必要な事項を記載した書類（関連書類）、並びに基準期間の前年度、基準期間の前々年度に係る事業報告書及び関連書類（但し、前年度の補助対象
期間に係る生活交通確保維持改善計画の添付書類として既に提出している場合は、基準期間の前年度及び基準期間の前々年度に係る事業報告書及び関連書類の添付を省略することができ
る。）

10.「補助ブロック外乗入部分及び市区町村外乗入部分以外のキロ程の比率（ル）」については、％以下第３位（小数点第４位切り捨て）まで算出して記載すること。

11.「計画実車走行キロ」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

12.「補助対象経費」の欄は、（ソ）の金額を記載する（千円未満の端数は切り捨てること）。

13.「補助対象経費の１／２」の欄は、系統ごとに百円単位（0.1～0.9千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。

14.「国庫補助上限額」の欄は、市区町村等が当該市区町村等に係る国庫補助上限額のうち、各事業者ごとに配分した額を記載すること。

15.「補助対象期間の前々年度（基準期間）の損益状況」、「基準期間の前年度の損益状況」、「基準期間の前々年度の損益状況」の欄は、消費税相当額を控除した額を記載すること。

18.「キロ当たり経常費用（ヘ）」の算出に当たり、再編特例により、「補助対象事業者の実車走行キロ当たり経常費用（ニ）」を、基準期間における「補助対象事業者の実車走行キロ当たり経常費
用（ｃ）」の実績値とする場合には、「補助対象事業者の実車走行キロ当たり経常費用（基準期間の前々年度）（a）」、「補助対象事業者の実車走行キロ当たり経常費用（基準期間の前年度）（ｂ）」
及び「平均増減率（ｄ）」は記載しないこと。

負担額 負担割合 負担額 負担割合負担割合

南近畿

補助ブ
ロック名

申請
番号

経常費用から
経常収益を控

除
した額

損失額から国
庫補助額を
控除した額

ウの負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担
「その他の

者」の具体的
概要ニ×ヲ－カ＝ム ム－ラ＝ウ 負担額 負担割合 負担額


